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猛暑が続いていますが，ロンドンオリンピックでの日本選手の活躍をテレ

ビで観戦して元気をもらった人も多いのではないでしょうか？ 「スポーツ

を通じて幸福で豊かな生活を営むことが人々の権利である」との考えに立っ

たスポーツ基本法が2011年に成立してから最初のオリンピックです．たく

さんのメダルの獲得が期待されます．

今月号の視座では，東京医科歯科大学の大川 淳先生が「医療安全をめぐ

る患者との齟齬」と題して病院の安全管理の立場から意見を述べておられま

す．『医療事故』の定義は国立大学附属病院長会議においては，過失の有無

に関わらず診療上患者に発生した死亡，生命の危険，病状の悪化などの身体

的被害・苦痛などとされていますが，国民にとってはいまだに過失とイコー

ルと考えられている，と述べられています．実際に起こった事故を，一般の

人は医療事故と思い，場合によっては医療側の過失があるのではないかと考

えます．しかし，調べてみると病気のために不可抗力の事故も多くありま

す．インフォームド・コンセントが十分になされていても

い

ようで

ん事故が

起こると治療を受けるのではなかったなどとクレームがつくこともありま

す．それを防ぐためにも患者との信頼関係を築き上げることが重要ですが，

多くの医療機関で入院期間の短縮を目標の一つにあげており，信頼関係を築

くことも次第に困難になっています．

誌上シンポジウムでは「脊椎脊髄手術の医療安全」が取り上げられていま

す．松山幸弘先生が述べられているように，脊椎脊髄外科医にとって最もつ

らいことは術後の麻痺ですが，脊椎専門病院でさえ，術後麻痺が2％に生じ

ています．脊髄髄内腫瘍，脊柱変形，胸椎OPLLに対する手術で特に多

る手術の

す．精力的に手術加療を行っているプロフェッショナルスペシャリス

トの先生方の麻痺や合併症回避の工夫が取り上げられていますので，脊椎脊

髄外科医にとって必読のシンポジウムと考えます．

その他，連載も「知っていますか？ 整形外科手術の変遷：先天性橈尺骨

癒合症に対す

他，症例

変遷」，「成長期のスポーツ外傷・障害と落とし穴」，

「整形外科最前線・あなたならどうする？」「医者も知りたい医者のはなし」

の 読

み物が

報告もあり，今月号も「臨床整形外科」は楽しく，ためになる

．

(高岸

満載です
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